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復興資金と復興基金



阪神・淡路大震災

• １９９５年１月１７日 午前５時４６分

• マグニチュード ７．３

• 死者 ６，４３４人

• 負傷者 ４０万人

• 損壊家屋 ２５万棟

• 被災家族 ４５万世帯

• 避難者 最大３０万人



大震災の経済的被害

直接被害 ９兆９，２６８億円

建物 ５兆８，０００億円

港湾設備 １兆０，０００億円

商工業設備 ６，３００億円

高速道路 ５，５００億円

ガス・電気 ４，２００億円

鉄道 ３，４３９億円

学校等 ３，３５２億円

その他 ８，４７７億円



大震災の間接的経済被害

• 地域GDP損失 ２兆６，０００億円



復興費用

• ９５年からの５年間に増加した兵庫県GDP

（復興のための追加需要）７兆７，０００億円

• そのうち７０％は民間部門による

（国・県・市の負担は３０％）



復興計画の総事業費

総事業費 １６兆３，０００億円

福祉のまちづくり ２兆８，３５０億円

文化豊かな社会づくり ３，７００億円

産業復興 ２兆９，５００億円

都市防災 ３，１５０億円

市街地整備等 ９兆８，３００億円



復興事業費の負担



年度別復興事業費
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